
平成 25 年度 聖徳大学「英語教師セミナー」 の御案内 

 

 聖徳大学では、英語教師の英語の学びを支援することを目指して「英語教師セミナー」を実施しています。

今年度は下記の要領で行いますのでふるってご参加ください。 

 

応募資格： 英語教員および英語教員志望者 

場 所： 聖徳大学 1 号館３階１３２２教室 

（千葉県松戸市岩瀬５５０ ＪＲ常磐線・新京成線「松戸駅」下車、東口徒歩５分） 

時 間： 午後７時から８時半までの９０分間。 

実施要領： テキストをあらかじめよく読み、発音・語義・語法・文法や内容をチェックしておいてください。 

受 講 料： 無料 （テキストはプリントを配布します。） 

受講申込： 氏名・勤務先・連絡先等を下記アドレスにメールでお知らせください。 

 akifuji@seitoku.ac.jp （聖徳大学文学部文学科 英語・英文学コース 藤原保明） 

 

実施予定表 

  担当者名 テーマと内容 

4～5 月： 腹部 千代子 アイルランドの小説家 James Joyce の Dubliners (Penguin Books, 

1992) 所収の短編小説3編： “The Sisters”(pp. 1-10), “Araby” (pp. 
21-28), “Eveline” (pp. 29-34) を読む。 

4/12, 4/26, 5/10, 

5/24 (予備 5/31) 

6～7 月： 安井 泉 （1） Hemingway の “The Killers” の冒頭を語用論的に読み解く。

（2）Peter Pan の冒頭を現在時性と過去時制で読み解く。 

（3）Harry Potter and the Philosophy’s Stone の冒頭を語法の知

識を総動員して読み解く。 

6/7, 6/14, 7/19 

(予備 7/12) 

8～9 月： 藤原 保明 Zeno Vendler ： Linguistics in Philosophy (1967) 所収の “Each 
and Every, Any and All” (pp. 70-96) を読み、英語の不定代名詞

の特徴と用法を学びます。 

8/2, 8/23, 9/6, 

9/20 (予備 9/27) 

10～11 月： 清水 遥 Read & Chapelle (2001) “A framework for second language 
vocabulary assessment” Language Testing, 18, pp. 1-32. と van

Gelderen, Oostdam, & van Schooten (2011) “Does foreign language 
writing benefit from increased lexical fluency? Evidence from 

a classroom experiment“ Language Learning, 61, pp. 281-321 を

読み、第二言語語彙研究における理論と実践を学ぶ。 

10/4,10/18, 11/8, 

11/22(予備 11/29) 

12～1 月： 深沢 俊雄 アメリカの小説家・劇作家 William Saroyan の長編小説 The Human 

Comedy (1943) を読む。 12/6,12/20, 1/10, 

1/24 (予備 1/31) 

2～3 月： 伊藤 笏康 Charles Everett： Ethics for Young People (1982) 所収の 

Selfishness (25 章), Obedience (26 章), Love and Sympathy (37

章) を読む。 

2/7, 2/21 (予備

2/28), 3/7, 3/28 

 

担当教員(文学部文学科英語・英文学コース専任)紹介： 

 伊藤笏康（いとう・しゃくこう）： 専門分野（言語の哲学、論理学） 

  清水 遥（しみず・はるか）： 専門分野（英語科教育法） 

 深沢俊雄（ふかざわ・としお）： 専門分野（アメリカ文学（スタインベックを中心とする小説）・アメリカ文化） 

 腹部千代子（ふくべ・ちよこ）： 専門分野（英文学（マンスフィールドを中心とするイギリス小説研究）） 

 藤原保明（ふじわら・やすあき）： 専門分野（英語学（英語史・音声学・音韻論・韻律論・語形成・統語論）） 

 安井 泉（やすい・いずみ）： 専門分野（英語学（意味論・語用論・語法）、言語文化） 


